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 ボダイジュ（菩提樹）といえば、「冬の旅」（シュー

ベルト）を思い浮かべる。

 
 フィッシャー・ディスカウのバリトンと、ジェラル

ド・ムーアのピアノの組み合わせがすばらしいが、こ

の曲は「冬の旅」の 24 曲中、唯一、日本での親しま

れている曲である。実は、この曲に出てくるボダイジ

ュは、近縁の「セイヨウシナノキ」である。 

 
 今の時期、ボダイジュにはハート型の葉とは別に、

長細い妙な葉のようなものが見られる。その葉のよう

なものは、実はボダイジュの果実の一部で、今の時期

は花をつけているのだ。 

 

 秋になるとこのような種子をつけ、葉のようなもの

は「翼」の役割をして、種子を拡散させる。 

 
 子どもたちの植物探検もだいぶ進んできた。シール

も半分以上貼り終わった子どもが多い。しかし、いく

つか「難題」が残っていた。その一つが、シラカバだ。 

 
 シラカバは高原や北海道には普通だが、本来、武蔵

野台地にはほとんど自生していない。植物園では「標

本園」の中に「生きた標本」として植えられている。

東京の気候でも生育には問題なく、都内でも庭木とし

て植えることができる。しかし、標本園には数百種の

植物があるので、なかなか見つけられなかった。 


